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６９名を対象とした。受傷後 1 週間ベッド上安静したのち疼痛に合わせ、1 日 1 時間週 7
日のリハビリテーションを行った。【評価項目】脊椎圧迫骨折をきたした高齢女性の入院時
における年齢、骨折部位、body mass index(BMI)、握力、１日の食事量、Mini-Mental State 
Examination(MMSE)、血液検査（アルブミン値、ヘモグロビン値、総リンパ球数、クレア
チニンフォスホキナーゼ値、総コレステロール値、コリンエステラーゼ活性値）などを評
価項目とした。評価方法として FIM（functinal independence measure）を用いた。その
中で機能的自立度評価の運動項目（mFIM）が良好だった群と不良であった群を２つに分け、
機能予後を決定する要素を予測するために多変量解析を行った。【結果】mFIM が７９点以














後の ADL の低下をきたしやすいという報告がある。本研究において ADL 不良群は良好群
に比べて BMI、食事量、握力、アルブミン値、クレアチニンフォスホキナーゼ値、コリン
エステラーゼ活性値、MMSE で低値を認めた。これらの要素は筋肉量、筋力、栄養状態、
精神状態と深く関与している。近年、筋肉量の低下に関して『サルコペニア』という概念
が定着している。サルコペニアをきたすことにより障害からの回復の阻害因子となりやす
い。脊椎圧迫骨折からの回復に関してもしっかりとした栄養摂取が重要なのは言うまでも
ない。加えて筋力増強訓練は虚弱や寝たきりを予防するために必要なことである。早期の
リハビリテーションの介入は廃用性症候群を防ぐ意味でも重要なことである。また MMSE
の低下は運動介入ができづらいため機能の回復を阻害する。【結論】認知機能と食事摂取量
が急性脊椎圧迫骨折をきたした高齢女性の予後と関連する。サルコペニアをきたした場合、
予後不良となりやすい。適切な栄養管理と運動は脊椎圧迫骨折の障害からの回復に非常に
重要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
